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まえがき
　政府は重点施策として経済再生をかかげており，強力な
経済・産業政策の推進が期待されるが，電力関連分野の産
業界への東日本大震災の影響は大きく，電気学会を取り巻
く事業環境は長期にわたり厳しさを余儀なくされるものと
思われる。
　その一方で，持続可能なエネルギー環境の実現に向けて
のスマートコミュニティや，インフラシステムの整備など
グローバルなレベルにおいて電気関連分野の貢献と先導的
かつ積極的な展開が待たれるものと考えられる。
　このような中，電気学会は創立 125周年を迎え，記念式
典や出版をはじめとする記念事業を着実に実施するととも
に，中長期ビジョンに示す 7つの基本政策に沿った事業を
定款に基づき展開し，電気学術の発展に寄与し，社会に貢
献し会員に対して快適な場を提供していくこととする。

電気学会の 7つの基本政策は以下のとおりである。
　1．戦略的活動の推進

1．会員に関する事項【定款第 3章】
（1）平成 25年度の会員数は，下表のように想定する。
（2）会員制度の充実と会員増加策

2．役員等に関する事項【定款第 3，5章】
　アンダーラインで平成 25年度新任の方を示す。
（1）平成 25年度本部役員
　理　　事　：日髙邦彦（東京大学）
　　 同 　：生駒昌夫（関西電力）
　　 同 　：塩原亮一（日立製作所）
　　 同 　：竹内　昭（中部電力）
　　 同 　：中川聡子（東京都市大学）
　　 同 　：栗原郁夫（電力中央研究所）

　2．社会のニーズに対応した情報発信
　3．国際化に向けた体制の強化
　4．将来を担う人材育成の強化
　5．学術的・人的資産の有効活用
　6．快適かつ効率的な手段や場の提供
　7．健全な組織運営基盤の再構築

　特に，平成 25年度は，一般社団法人への移行という事
業環境を最大限生かしつつ，将来を見据えた財務体質改善
検討と並行して，策定後 5年を経過した中長期ビジョンの
基本政策のレビューを行うとともに，電気技術を軸足に置
き他学会との連携も進めながら，災害に強い，そして豊か
な日本の実現に向けての貢献や，高齢化社会にマッチした
シニアパワーの活躍による学会活動の活性化等を目指し，
より一層の活動の見える化と社会に対する発信力を強化し
ていく。
平成 25年度の事業計画を以下のとおりとする。

　継続して個人会員・事業維持員の会員増員・退会防止策
を展開する。

　　 同 　：白銀隆之（関西電力）
　　 同 　：西田直人（東　芝）
　　 同 　：大崎博之（東京大学）
　　 同 　：井上満夫（三菱電機）
　　 同 　：酒井祐之（電気学会）
　部門担当理事（A部門長）：新藤孝敏（電力中央研究所）
　　 同 　（B部門長）：大山　力（横浜国立大学）
　　 同 　（C部門長）：福本　亮（東　芝）
　理　　事：清水敏久（首都大学東京）

一般社団法人　電気学会

平成 25年度　事業計画
（自平成 25年 4月 1日～至平成 26年 3月 31日）

名誉員
正　員 准員 学生員 計 事業維持員

24 年 度 末 会 員 数 19 , 458 287 3 , 054 22 ,799 424社（2 ,845口）
入 会 ・ 復 会 予 定 934 19 1 , 621 2 ,574 　7社（ 　20口）

種
別
変
更

正　⇒　学 －28 0 28 0

准　⇒　正 100 －100 0 0

准　⇒　学 0 －147 147 0

学　⇒　正 673 0 －673 0

学　⇒　准 0 314 －314 0

退 会 予 測 －2 , 117 －182 －322 －2 ,621 －29社（ －37口）
増 減 －438 －96 487 －47 －14社（－195口）
25 年 度 末 会 員 数（ 推 定 ） 19 , 020 191 3 , 541 22 ,752 410社（2 ,650口）
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　総務企画担当：植田健司（関西電力）
　　 同 　：阿南泰三（富士通研究所）
　会計担当：佐藤浩二（日本電気）
　　 同 　：佐藤達広（日立製作所）
　編修担当：北山匡史（三菱電機）
　　 同 　：兵庫　明（東京理科大学）
　研究経営担当：大橋裕之（東　芝）
　　 同 　：泉　智紀（東京電機大学）
　広報・情報化担当：恩田寿和（明電舎）
　　 同 　：元木　誠（関東学院大学）
　監　　事：大場英二（電力中央研究所）
　　 同 　：染谷博司（東海大学）
D部門
　部 門 長：通常総会後の理事会の決議による
　編 修 長：森本雅之（東海大学）
　副部門長：大山和伸（ダイキン工業）
　　 同 　：村上俊之（慶應義塾大学）
　総務企画担当：藤田英明（東京工業大学）
　　 同 　：中沢洋介（東　芝）
　会計担当：川上紀子（東芝三菱電機産業システム）
　　 同 　：米谷晴之（三菱電機）
　編修広報担当：道木慎二（名古屋大学）
　　 同 　：松本　康（富士電機）
　研究経営担当：井出一正（日立製作所）
　　 同 　：柴田昌明（成蹊大学）
　国際担当：西田保幸（千葉工業大学）
　英文論文誌編修長：大石　潔（長岡技術科学大学）
　監　　事：藤田光悦（富士電機）
　　 同 　：山下隆司（ NTTファシリティーズ総合研

究所）
E部門
　部 門 長：庄子習一（早稲田大学）
　副部門長：宮原裕二（東京医科歯科大学）
　　 同 　：前中一介（兵庫県立大学）
　総務企画担当：山本貴富喜（東京工業大学）
　　 同 　：橋口　原（静岡大学）
　会計担当：三林浩二（東京医科歯科大学）
　　 同 　：佐藤文彦（オムロン）
　編修担当：秦　誠一（東京工業大学）
　　 同 　：池原　毅（産業技術総合研究所）
　研究経営担当：澤田和明（豊橋技術科学大学）
　　 同 　：町田克之（NTTアドバンステクノロジ）
　監　　事：田畑　修（京都大学）
　　 同 　：川原伸章（デンソー）

（3）平成 25年度支部役員
△印は支所長を示す。
北海道支部
　支 部 長：通常総会後の理事会の決議による

　部門担当理事（E部門長）：庄子習一（早稲田大学）
　理　　事：真弓明彦（北海道電力）
　支部担当理事（東北支部）：矢萩保雄（東北電力）
　　 同 　（東京支部）：横山明彦（東京大学）
　　 同 　（東海支部）：石田篤志（中部電力）
　　 同 　（北陸支部）：作井正昭（富山大学）
　　 同 　（関西支部）：玉置　久（神戸大学）
　　 同 　（中国支部）：松岡秀夫（中国電力）
　　 同 　（四国支部）：山地幸司（四国電力）
　　 同 　（九州支部）：秋山秀典（熊本大学）
　監　　事：海田英俊（富士電機）
　　 同 　：吉迫　徹（九州電力）

（2）平成 25年度部門役員
　A部門
　部 門 長：新藤孝敏（電力中央研究所）
　編 修 長：小野　靖（東京大学）
　副部門長：匹田政幸（九州工業大学）
　　 同 　：小林金也（日立製作所）
　総務企画担当：田中俊哉（ビスキャス）
　　 同 　：加藤景三（新潟大学）
　会計担当：釣本崇夫（三菱電機）
　　 同 　：平野嘉彦（東　芝）
　編修担当：中野俊樹（防衛大学校）
　　 同 　：池畑　隆（茨城大学）
　研究経営担当：足立和郎（電力中央研究所）
　　 同 　：松下伸広（東京工業大学）
　監　　事：竹村泰司（横浜国立大学）
　　 同 　：佐藤敏郎（信州大学）

　B部門
　部 門 長：大山　力（横浜国立大学）
　副部門長：福井伸太（三菱電機）
　　 同 　：福井千尋（日立製作所）
　総務企画担当：中村　正（東　芝）
　　 同 　：大森荘司（日立製作所）
　会計担当：八木　学（中部電力）
　　 同 　：有本雅昭（三菱電機）
　編修担当：市川路晴（電力中央研究所）
　　 同 　：宮内　肇（熊本大学）
　研究経営担当：馬場吉弘（同志社大学）
　　 同 　：金森重晴（富士電機）
　広報・国際化担当：中野　茂（電源開発）
　　 同 　：田中　明（明電舎）
　監　　事：吉冨慶司（フジクラ）
　　 同 　：藤岡直人（関西電力）

　C部門
　部 門 長：福本　亮（東　芝）
　次期部門長：宮崎道雄（関東学院大学）
　副部門長：福山良和（富士電機）
　　 同 　：髙木茂孝（東京工業大学）
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　　　　　　久保亮吾（慶應義塾大学）
　　　　　　坂本幸治（東京電力）
　　　　　　塚田路治（三菱電機）
　　　　　　野村京哉（電源開発）
　　　　　　△橋詰俊成（矢崎エナジーシステム）
　　　　　　林　泰弘（早稲田大学）
　　　　　　林屋　均（東日本旅客鉄道）
　　　　　　福本明宏（三菱電線工業）
　　　　　　枡川重男（東京電機大学）
　　　　　　宮路秀幸（東　芝）
　　　　　　森瀬　剛（日立製作所）
　　　　　　△大越昌幸（防衛大学校）
　　　　　　大谷哲夫（電力中央研究所）
　　　　　　大野　勉（日本電気）
　　　　　　△岡本　保（木更津工業高等専門学校）
　　　　　　奥井明伸（鉄道総合技術研究所）
　　　　　　小原　学（明治大学）
　　　　　　金子晋久（産業技術総合研究所）
　　　　　　△佐久間洋志（宇都宮大学）
　　　　　　鈴木貞二（フジクラ）
　　　　　　竹内　希（東京工業大学）
　　　　　　田中　明（明電舎）
　　　　　　辻　隆男（横浜国立大学）
　　　　　　難波雅之（東京電力）
　　　　　　西田保幸（千葉工業大学）
　　　　　　星野毅夫（新日鐵住金）
　　　　　　前田幹夫（工学院大学）
　　　　　　△松井章典（埼玉工業大学）
　監　　事：亀田秀之（電力中央研究所）
　　 同 　：渡辺能康（日立製作所）
東海支部
　支 部 長：石田篤志（中部電力）
　総務企画幹事：小島寛樹（名古屋大学）
　　 同 　：小林亮治（中部電力）
　会計幹事：川福基裕（大同大学）
　　 同 　：吉田　隆（名古屋大学）
　協 議 員：小林　浩（トーエネック）
　　 同 　：神保睦子（大同大学）
　　　　　　野口季彦（静岡大学）
　　　　　　林　朋宏（日本ガイシ）
　　　　　　東山雅一（東　芝）
　　　　　　古橋　武（名古屋大学）
　　　　　　吉田弘樹（岐阜大学）
　　　　　　有賀信雄（シンフォニアテクノロジー）
　　　　　　市川弥生次（中部電力）
　　　　　　大林和良（デンソー）
　　　　　　尾崎正則（三菱電機）
　　　　　　曽根原誠（信州大学）
　　　　　　滝川浩史（豊橋技術科学大学）

　総務企画幹事：戸巻雄一（北海道電力）
　　 同 　：原　亮一（北海道大学）
　会計幹事：石崎　薫（北海道電力）
　　 同 　：渡邊浩太（室蘭工業大学）
　協 議 員：大場みち子（公立はこだて未来大学）
　　 同 　：小松正明（釧路工業高等専門学校）
　　　　　　酒井　彰（室蘭工業大学）
　　　　　　鈴木寛治（電源開発）
　　　　　　土田徳造（北海道旅客鉄道）
　　　　　　槌本昌則（北海道工業大学）
　　　　　　坂井辰彦（新日鐵住金）
　　　　　　高橋理音（北見工業大学）
　　　　　　野口　聡（北海道大学）
　　　　　　原田憲朗（北海道電力）
　監　　事：竹本真紹（北海道大学）
東北支部
　支 部 長：矢萩保雄（東北電力）
　総務企画幹事：遠藤　恭（東北大学）
　　 同 　：布施隆志（東北電力）
　会計幹事：三國俊晴（東北電力）
　　 同 　：枦修一郎（東北大学）
　協 議 員：阿部俊三（東北工業大学）
　　 同 　：安藤　晃（東北大学）
　　　　　　菅谷純一（仙台高等専門学校）
　　　　　　塚田英一（東北電力）
　　　　　　三浦直人（東北電力）
　　　　　　△道山哲幸（日本大学）
　　　　　　宮澤正樹（東北学院大学）
　　　　　　△向川政治（岩手大学）
　　　　　　池田正二（東北大学）
　　　　　　角田　敦（東日本旅客鉄道）
　　　　　　△熊谷誠治（秋田大学）
　　　　　　佐藤正則（ユアテック）
　　　　　　△杉本俊之（山形大学）
　　　　　　△花田一磨（八戸工業大学）
　監　　事：家名田敏昭（東北文化学園大学）
東京支部
　支 部 長：横山明彦（東京大学）
　総務企画幹事：太田　浩（東京電力）
　　 同 　：山本直幸（日立製作所）
　会計幹事：渡辺隆夫（電力中央研究所）
　　 同 　：渡邉政美（三菱電機）
　　　　　　△秋津哲也（山梨大学）
　協 議 員：△池畑　隆（茨城大学）
　　 同 　：△石川赴夫（群馬大学）
　　　　　　伊藤　徹（富士電機）
　　　　　　井　通暁（東京大学）
　　　　　　植原弘明（関東学院大学）
　　　　　　△小椋一夫（新潟大学）

テキストボックス
　 同

テキストボックス
協 議 員：


テキストボックス
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　　　　　　羽田儀宏（日新電機）
　監　　事：中村武恒（京都大学）
中国支部
　支 部 長：松岡秀夫（中国電力）
　総務企画幹事：西原　徹（中国電力）
　　 同 　：造賀芳文（広島大学）
　会計幹事：川本成志（中国電力）
　　 同 　：永原勝典（エネルギア・ライフ＆アクセス）
　協 議 員：市野邦男（鳥取大学）
　　 同 　：河内史和（東ソー）
　　　　　　佐々木豊（広島大学）
　　　　　　佐藤光廣（中国電機製造）
　　　　　　西尾公裕（津山工業高等専門学校）
　　　　　　日高良和（宇部工業高等専門学校）
　　　　　　箕田充志（松江工業高等専門学校）
　　　　　　栗田耕一（近畿大学）
　　　　　　堺　健司（岡山大学）
　　　　　　崎山智司（山口大学）
　　　　　　丸谷祐司（JFEスチール）
　監　　事：栗栖重久（中国電気保安協会）
四国支部
　支 部 長：山地幸司（四国電力）
　総務企画幹事：政岡喜美夫（四国電力）
　　 同 　：星野孝総（高知工科大学）
　会計幹事：馬場弘幸（四国電力）
　　 同 　：本村英樹（愛媛大学）
　協 議 員：井堀春生（愛媛大学）
　　 同 　：加藤直亮（住友共同電力）
　　　　　　寺西研二（徳島大学）
　　　　　　藤村直人（四国総合研究所）
　　　　　　松本高志（阿南工業高等専門学校）
　　　　　　久保智裕（徳島大学）
　　　　　　下川房男（香川大学）
　　　　　　竹田史章（高知工科大学）
　　　　　　深澤裕一（四国電力）
　　　　　　松木寿夫（三菱電機）
　　　　　　弓達新治（愛媛大学）
　監　　事：下村直行（徳島大学）
九州支部
　支 部 長：秋山秀典（熊本大学）
　総務企画幹事：勝木　淳（熊本大学）
　　 同 　：豊田和弘（九州工業大学）
　会計幹事：福島　晋（九州電力）
　　 同 　：中園耕一（九州電力）
　協 議 員：猪原　哲（佐賀大学）
　　 同 　：今坂公宣（九州産業大学）
　　　　　　大田一郎（熊本高等専門学校）
　　　　　　佐藤浩史（ニッテツ八幡エンジニアリング）
　　　　　　末廣純也（九州大学）

　　　　　　中井英雄（豊田中央研究所）
　　　　　　光本真一（豊田工業高等専門学校）
　　　　　　箕輪昌幸（愛知工業大学）
　　　　　　森田良文（名古屋工業大学）
　　　　　　米澤裕之（富士電機）
　監　　事：角　紳一（中部大学）
北陸支部
　支 部 長：作井正昭（富山大学）
　総務企画幹事：山岸良雄（北陸電力）
　　 同 　：上野敏幸（金沢大学）
　会計幹事：柳橋秀幸（金沢工業高等専門学校）
　　 同 　：京極喜一郎（北陸電力）
　協 議 員：王　栄龍（福井大学）
　　 同 　：大坪　茂（石川工業高等専門学校）
　　　　　　川崎拓哉（北陸電力）
　　　　　　川本　昂（福井工業高等専門学校）
　　　　　　田中康規（金沢大学）
　　　　　　西　敏行（富山高等専門学校）
　　　　　　河辺賢一（富山大学）
　　　　　　高野浩一（北陸電力）
　　　　　　西田好宏（福井工業大学）
　　　　　　松本和憲（富山県立大学）
　　　　　　宮城克徳（金沢工業大学）
　　　　　　米澤出穗（関西電力）
　監　　事：田岡久雄（福井大学）
関西支部
　支 部 長：玉置　久（神戸大学）
　総務企画幹事：大森敏明（神戸大学）
　　 同 　：矢野　徹（三菱電機）
　会計幹事：浅利一成（関西電力）
　　 同 　：大澤穂高（関西大学）
　協 議 員：上田晃司（三菱電機）
　　 同 　：上野秀樹（兵庫県立大学）
　　　　　　薄　良彦（京都大学）
　　　　　　瀬越忠男（パナソニック）
　　　　　　中西辰雄（住友電気工業）
　　　　　　服藤憲司（立命館大学）
　　　　　　見市知昭（大阪工業大学）
　　　　　　湯本真樹（近畿大学）
　　　　　　井上征則（大阪府立大学）
　　　　　　今北健二（神戸大学）
　　　　　　小田　昇（関西鉄道協会）
　　　　　　白土紀明（ダイヘン）
　　　　　　杉原英治（大阪大学）
　　　　　　多田充宏（関西電力）
　　　　　　津吉　彰（神戸市立工業高等専門学校）
　　　　　　中村悦章（西日本旅客鉄道）
　　　　　　長岡直人（同志社大学）
　　　　　　花澤昌彦（富士電機）
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　　　　　　田邉　隆（三菱重工業）
　　　　　　△玉城史朗（琉球大学）
　　　　　　藤島友之（長崎大学）
　　　　　　藤吉孝則（熊本大学）
　　　　　　吉江　修（早稲田大学）
　　　　　　脇本康夫（東芝三菱電機産業システム）
　　　　　　青木振一（崇城大学）
　　　　　　川越明史（鹿児島大学）
　　　　　　北川二郎（福岡工業大学）
　　　　　　白土竜一（九州工業大学）
　　　　　　戸高　孝（大分大学）
　　　　　　林　則行（宮崎大学）
　　　　　　星野　悟（安川電機）
　　　　　　松本洋和（福岡大学）
　監　　事：阿辺政司（九州電力）

（4）平成 25年度代議員（99名）
　任期は平成 24年 4月 1日～ 2年後に実施される代議
員選挙終了の時まで

小豆畑茂（日立製作所）
阿部　健（ダイヘン）
荒井純一（工学院大学）
飯尾泰義（東京電力）
飯田和生（三重大学）
池田正二（東北大学）
池田久利（東京大学）
生駒昌夫（関西電力）
石田篤志（中部電力）
伊瀬敏史（大阪大学）
礒嶋茂樹（住友電気工業）
一枝圭祐（三菱電機エンジニアリング）
臼田誠次郎（日本工営）
歌谷昌弘（広島国際学院大学）
海田英俊（富士電機）
江川正尚（電力系統利用協議会）
遠藤　恭（東北大学）
大久保利一（大分大学）
大久保仁（愛知工業大学）
太田啓雅（中部電力）
大西公平（慶應義塾大学）
大山　力（横浜国立大学）
岡本達希（電力中央研究所）
荻原義也（日新電機）
生越重章（香川大学）
柁川一弘（九州大学）
片岡和久（東京電力）
門脇一則（愛媛大学）
河﨑善一郎（大阪大学）
河村篤男（横浜国立大学）

郭　其新（佐賀大学）
工藤英明（東北電力）
栗原郁夫（電力中央研究所）
桑原　祐（愛知電機）
小島寛樹（名古屋大学）
齋藤涼夫（東　芝）
柵山正樹（三菱電機）
佐々木三郎（電力中央研究所）
笹谷卓也（デンソー）
佐藤浩史（ニッテツ八幡エンジニアリング）
塩原亮一（日立製作所）
渋谷義一（芝浦工業大学）
島田敏男（電気学会）
清水教之（名城大学）
新藤孝敏（電力中央研究所）
菅原洋一（住友電工ウインテック）
杉山修一（富士電機）
杉山博司（明電舎）
鈴置保雄（名古屋大学）
鈴木博章（筑波大学）
薄田春樹（エクシム）
曽根光男（東海大学）
田井一郎（東　芝）
髙木　勲（トーエネック）
高木茂孝（東京工業大学）
瀧澤照廣（ 日立パワーソリューションズ）
多久征吾（東芝三菱電機産業システム）
竹内　昭（中部電力）
田中秀治（東北大学）
田中俊彦（山口大学）
玉井伸三（東芝三菱電機産業システム）
玉置　久（神戸大学）
田村淳二（北見工業大学）
土屋智由（京都大学）
土井美和子（東　芝）
中川聡子（東京都市大学）
中田祐司（日立製作所）
中谷義昭（三菱電機）
中村秋夫（関東電気保安協会）
中村一則（古河電気工業）
仁井真介（富士電機）
仁田旦三（明星大学）
野田正信（関西電力）
野村喜久（四国電力）
林　洋一（青山学院大学）
原　亮一（北海道大学）
原口芳徳（ティー・オー・エス）
樋口祐治（東北電力）
日髙邦彦（東京大学）
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福田　隆（関西電力）
福本　亮（東　芝）
舩曳繁之（岡山大学）
堀　洋一（東京大学）
松岡秀夫（中国電力）
松木英敏（東北大学）
松瀨貢規（明治大学）
松本佳宣（慶應義塾大学）
茂呂征一郎（福井大学）
柳橋秀幸（金沢工業高等専門学校）
山岸良雄（北陸電力）
山極時生（日立製作所）
山口　博（東京電力）
山田　浩（富士通研究所）
山本吉朗（鹿児島大学）
湯本雅恵（東京都市大学）
横田岳志（東　芝）
横山明彦（東京大学）
吉江　修（早稲田大学）
吉本浩昌（北海道電力

（5）平成 25年度有識者会議委員（71名）
本部代表：池田久利（東京大学）
　 同 　：一枝圭祐（三菱電機エンジニアリング）
　　　　　大久保仁（名古屋大学）
　　　　　大西公平（慶應義塾大学）
　　　　　岡本達希（電力中央研究所）
　　　　　柵山正樹（三菱電機）
　　　　　田井一郎（東　芝）
　　　　　髙木　勲（トーエネック）
　　　　　土井美和子（東　芝）
　　　　　仁田旦三（明星大学）
　　　　　野田正信（関西電力）
　　　　　林　洋一（青山学院大学）
　　　　　福田　隆（関西電力）
　　　　　藤本　孝
　　　　　松浦昌則（中部電力）
　　　　　松瀨貢規（明治大学）
　　　　　松村年郎（名古屋大学）
　　　　　宮道壽一（宇都宮大学）
　　　　　八坂保弘（日立製作所）
　　　　　山田敏雄（東京電力）
　　　　　山本俊二（三菱電機）
部門代表：石田　誠（豊橋技術科学大学）
　 同 　：栗原雅幸（電力計算センター）
　　　　　杉山　進（立命館大学）
　　　　　玉井伸三（東芝三菱電機産業システム）
　　　　　原口芳徳（ティー・オー・エス）
　　　　　堀　洋一（東京大学）

　　　　　松木英敏（東北大学）
　　　　　安田恵一郎（首都大学東京）
　　　　　湯本雅恵（東京都市大学）
支部代表：小豆畑茂（日立製作所）
　 同 　：河﨑善一郎（大阪大学）
　　　　　久和　進（北陸電力）
　　　　　熊谷　鋭（中国電力）
　　　　　菅原洋一（住友電工ウインテック）
　　　　　鈴置保雄（名古屋大学）
　　　　　田中孝明（中部電気保安協会）
　　　　　田村淳二（北見工業大学）
　　　　　中島康治（東北大学）
　　　　　永田　武（広島工業大学）
　　　　　平野敏彦（九州電気保安協会）
　　　　　福永博俊（長崎大学）
　　　　　藤井雅治（愛媛大学）
　　　　　藤原憲一郎（高知工業高等専門学校）
　　　　　本間利久（北海道大学）
　　　　　松木純也（福井大学）
事業維持員代表：礒嶋茂樹（住友電気工業）
　 同 　：江口直也（富士電機）
　　　　　大島　洋（九州電力）
　　　　　佐藤信利（明電舎）
　　　　　武部俊郎（東京電力）
　　　　　田苗　博（東北電力）
　　　　　土井義宏（関西電力）
　　　　　戸田克敏（東　芝）
　　　　　中田祐司（日立製作所）
　　　　　中谷義昭（三菱電機）
　　　　　松山　彰（中部電力）
　　　　　向山晋一（古河電気工業）
役　　員：生駒昌夫（関西電力）
　 同 　：井上満夫（三菱電機）
　　　　　海田英俊（富士電機）
　　　　　大崎博之（東京大学）
　　　　　栗原郁夫（電力中央研究所）
　　　　　酒井祐之（電気学会）
　　　　　塩原亮一（日立製作所）
　　　　　竹内　昭（中部電力）
　　　　　中川聡子（東京都市大学）
　　　　　西田直人（東　芝）
　　　　　白銀隆之（関西電力）
　　　　　日髙邦彦（東京大学）
　　　　　吉迫　徹（九州電力）

3． 会議等に関する事項【定款第 4，6章】
会議・委員会等を以下のとおり開催する。

（1）通常総会
　平成 25年 5月 30日（木）に第 101回通常総会を都市
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センターホテルにて開催予定。
（2）理事会
　年度内に 6回開催予定。

（3）各種会議・委員会等
　各会議体・委員会は必要に応じ開催し、主要会議等は
下記の回数を予定する。

　有識者会議：1回　
　経営戦略会議：適宜
○総務企画関連
　総務会議：5回
　　技術者教育委員会（部会等含む）：30回
　　広報委員会（HP関連委員会含む）：5回
　　会員サービス改善委員会：4回
　　IEEJプロフェッショナル運営委員会：2回
　倫理委員会：4回
　表彰委員会：2回
　顕彰委員会（小委員会含む）：8回
○財務会計関連
　会計会議：5回
○編修出版関連
　編修会議：4回
　　編修委員会（部会を含む）：27回
　　広告委員会：1回
　出版事業委員会（部会を含む）：9回
○研究調査関連
　研究調査会議：4回
　　全国大会委員会（小委員会含む）：4回
　国際活動委員会：4回
　男女共同参画推進委員会：5回
　電気規格調査会：6．に記載する。
○部門関連
　部門役員会
　　A部門：5回、B部門：5回、C部門：5回、
　　D部門：5回、E部門：4回
○支部関連
　支部報告会：各支部 1回
　　支部役員会：適宜

4． 研究発表会・講演会・講習会および見学会の開催に関
する事項【定款第 4条 1号】

（1）全国大会の充実
　企画内容の充実とサービス向上をはかり講演者，聴講
者の増加を目指す。
　平成 26年 3月 18日～ 20日　愛媛大学にて開催予定。

（2）一般社会向け公開シンポジウムの実施
　社会ニーズに即したテーマを取り上げ，関連する委員
会等との連携や社会に対する提言を行うなど，企画方法
や支部と連携し各地で開催するなど開催方法も工夫しつ

つ企画実行していく。
（3）総合力を発揮した支部活動
　本部・部門と連携しつつ地域に密着した活動を展開
し，技術交流や技術研鑽の場の提供を通じ会員サービス
に努め，あわせて会員増加を図る。また，これらの活動
においては IEEJプロフェッショナルの協力を得る。支
部における講演会，講習会，見学会などの開催計画は下
表のとおりである。

（4）総合力を発揮した部門活動
　本部・支部と連携しつつ各部門の特徴を生かし，コア
技術を生かしつつ，新規分野の取り込みや他部門他学協
会との連携などの将来展開を考慮して活力ある活動を展
開する。部門大会等の開催計画は次表のとおりである。

5．会誌および図書の発行に関する事項【定款第 4条 2号】
（1）電気学会誌・論文誌の更なる充実
　学会誌は，広範囲な分野からわかりやすく読みやすい
記事の企画などに取り組む。また，創立 125周年記念大
特集などの特別企画記事を掲載する。
　論文誌の完全電子ジャーナル化のフォローを実施。ま
た，電子投稿・査読システム全面改良後の運用をフォロ
ーする。

（2）世界に向けて情報発信する体制の構築
　共通英文論文誌（TEEE）の掲載までの期間短縮とイ
ンパクトファクターの向上策の検討を行う。また，D部
門英文論文誌の円滑な発行を継続していく。

（3）会誌の発行計画は以下のとおり。
（a）学会誌
　　発行回数：12回
　　年間発行ページ数：1 ,036ページ（含広告）

支部 北海道 東北 東京 東海 北陸 関西 中国 四国 九州 計

支部連合大会等 1 1 1 1 1 1 1 1 1  9

一般
向け

講 演 会 1 0 23 1 6 17 1 0 1 50

講 習 会 2 0 1 0 0 2 3 3 0 11

見 学 会 1 1 14 3 1 2 0 0 1 23

専門家
向け

講 演 会 8 30 3 8 1 1 12 10 10 83

講 習 会 2 1 10 2 1 5 3 1 1 26

見 学 会 1 0 13 2 0 1 3 3 1 24

発 表 会 関 係 1 1 10 2 2 1 1 1 1 20

そ　　の　　他 1 4 34 16 3 9 6 1 20 94

計 18 38 109 35 15 39 30 20 36 340

大会名 開催場所 開催日時
A部門大会 横浜国立大学（神奈川） 2013 .9 .12～ 13

B部門大会 新潟コンベンション朱鷺
メッセ（新潟） 2013 .8 .27～ 29

C部門大会 北見工業大学（北海道） 2013 .9 .4～ 7

D部門大会 山口大学（山口） 2013 .8 .28～ 30

E部門大会（セン
サ・マイクロマシ
ンとその応用シス
テムシンポジウム）

仙台国際センター（宮城） 2013 .11 .5～ 7
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　　発行部数：約 28万 2千部／年
　　掲載記事の企画は編修委員会で検討する。
（b）論文誌（部門誌）
　　発行回数：12回／部門
　　 ページ数は以下のとおり。D部門は英文論文誌 D
（年 6回発行）を含む。

（c）共通英文論文誌
　　発行回数：7回（隔月発行および増刊号 1回）

（4）時代の動向や社会のニーズをとらえた出版推進
　教科書の分量・内容・価格など教育現場に即した企
画・出版を行い，採用増加を図る。また，電気広報特別
委員会と連携した一般向け技術啓発書を刊行する。
　教科書・専門書・啓発書で新刊 7点の出版を目標とす
る。

（5）教科書等の発行計画は以下のとおり。
（a）教科書・専門書・技術啓発書

（b）技術報告新刊

（c）JEC（委託出版）
　　発行点数：1

6．調査・研究の実施に関する事項【定款第 4条 3号】
（1）活動範囲の拡大
　「スマートコミュニティ実現検討特別研究グループ」
の活動を推進し，適宜シンポジウム開催など成果発表を
行う。また，「電気システムセキュリティ特別技術委員
会」の活動を軌道に乗せ，下部委員会を設置して具体的
な活動を開始する。

（2）災害に強い豊かな日本実現への貢献
　電気技術を軸足に置き他学会との連携も強めながら，
災害に強い豊かな日本の実現に向けた施策を検討する。

（3）学術情報システムの円滑な運営と拡大
　論文検索可能対象を研究会資料・大会論文にも拡大す
るため国立情報学研究所のシステム活用を開始する。

（4）研究調査活動のための委員会活動は以下のとおり。
（a）各種委員会

A部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
ペ ー ジ 数 1 ,332 1 , 750 2 , 500 1 , 830 600 8 , 012

種別
教科書 技術啓発書 合計

新刊 重版 計 新刊 重版 計 新刊 重版 計
発行点数 6 30 36 1 0 1 7 30 37

発行部数 15 ,000 30 ,800 45 ,800 2 ,000 0 2 ,000 17 ,000 30 ,800 47 ,800

A部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
発 行 点 数 12 10 0 18 0 40

発 行 部 数 1 , 560 2 ,880 0 3 , 500 0 7 , 940 

A部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
運営委員会 4 4 5 4 4 21

技術委員会 40 40 55 51 13 199

専門委員会 145 132 170 240 25 712

研 究 会 60 29 50 50 7 196

合　　計 249 205 280 345 49 1 ,128

（b）新設委員会

（c）解散委員会

（d）研究会発表論文件数

7．標準の制定に関する事項【定款第 4条 3号】
　電気機械器具および材料などの標準化に関する事項を
調査審議し、電気分野における標準化を通して、広く社
会に貢献することを目的として、下記に重点を置き活動
を推進する。
　1．JEC規格の制定・改正と普及
　2．IEC規格に係わる審議
　3．JISに係わる審議
　4．JEC活動の運営改善と活性化の推進
　5．国内外の標準化機関との協力および連携
具体的な計画に関しては下記を予定する。

（1）委員会の開催数

（2）標準規格の普及推進
　HP等による情報公開の推進，全国大会・部門大会等
を活用した JEC規格のシンポジウム開催等を継続実施
していく。

（3）国際標準規格の開発推進
　国内外標準化機関との協力および連携をはかり，
UHV関連技術をはじめとし，日本発の規格の国際標準
化提案活動を引き続き推進する。

8．功績の表彰に関する事項【定款第 4条 4号】
（1）電気技術顕彰制度「でんきの礎」の発展
　「でんきの礎」の第 7回顕彰をおこない，全国大会で
の授賞式の定着化をはかる。

A部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
技術委員会 0 0 0 0 0 0

専門委員会 8 6 25 18 3 60

合　　計 8 6 25 18 3 60

A部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
技術委員会 0 0 0 0 0 0

専門委員会 8 8 23 14 4 57

合　　計 8 8 23 14 4 57

部　　門 A部門 B部門 C部門 D部門 E部門 合計
件 数 1 ,100 610 650 800 120 3 , 280

会　　議　　名 開催数
規格委員総会 1

規格役員会 6

政策委員会 6

表彰委員会 1

IEC国際活動支援審査委員会 4

部会 15

標準化委員会・IEC国内委員会 234

JIS原案作成委員会 10

合　　　　計 277
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（2）表彰
　功績賞 1件，業績賞 6件および電気学術振興賞（進歩
賞：9件，論文賞：9件，著作賞：1件），優秀技術活動
賞（技術報告賞：9件，グループ著作賞：1件以内），特
別活動賞：2件以内の表彰を行う。

（3）学術振興助成
　大会ならびに研究会における優秀論文の表彰
賞 A　部門大会・研究会の論文：80件
賞 B　全国大会・支部大会の論文：120件

（4）名誉員の推薦・フェローの充実
　名誉員資格条件を満たす者を、名誉員として推薦す
る。

　　また，フェローの認定を継続し拡大を図る。
（5）学術奨励賞
　高校・高専生の電気主任技術者試験合格者表彰制度の
周知拡大を図り，第 3回表彰を実施する。

（6）電気規格調査会表彰
　標準化活動への貢献者の表彰を行う。

9．教育に関する事項【定款第 4条 5号】
（1）技術者教育の着実な推進と体制の整備
　「中核・中小企業向け電気技術者教育事業（電気なっ
とく塾：登録商標）」を出張教育型として日刊工業新聞
社との安定した共同事業にするように方策を検討する。
　CPD認定技術者制度の定着と CPD制度とリンクでき
る電気学会主導の資格制度がないかを模索する。
　平成 25年度の「電気学会寄付講義」を 15校で開講す
る。
　理科教育支援WGによる理科支援事業を支援する。
　パワーエレクトロニクス技術者教育WGを設置し，
講習会を組織的に実施する。

（2）JABEE認定審査事業の着実な取り組み
　3分野において着実に認定審査を実施する。また，
JABEE審査員講習会を電気電子情報系分野の学会と共
催で開催する。

（3）IEEJプロフェッショナルの拡大
　IEEJプロフェッショナルの活動範囲の拡大に対応し
て認定者の増大を図るとともに，活動に対する支援の強
化を検討する。

（4）技術者倫理教育に関する恒常的活動の推進
　技術者倫理研修会やフォーラムの開催，技術者倫理教
材の整備など，技術者倫理教育に対する支援を行う。

（5）若年層の科学・技術離れへの対応
　日本工学会の「科学技術人材育成コンソーシアム」に
積極的に参画し，初等中等教育支援などの活動推進を図
る。

10． 国内外の関係学術団体との協力および連携に関する事
項【定款第 4条 6号】

（1） 国際活動の積極的推進と国際活動が容易にできる仕組
みの構築
　ICEE（電気技術国際会議）2013厦門大会の開催と，
ICEE国際ジャーナルの的確な発行を行う。
　英文 HPの充実と活用推進を図る。
　国際的なステータス向上策の検討と海外学会等との連
携方策の検討を行う。

（2）広範な学会活動の推進
　電気・情報関連学会連絡協議会などの関連学会や，日
本工学会，日本機械学会，日本技術士会，日本学術会議
との定例懇談会など関係団体と定期的な協議の場を継続
し，意見交換や諸活動の協調・連携を図る。

（3）WECC2015への積極的参画
　日本学術会議・日本工学会が主催する世界工学会議
WECC2015（2015 .11京都）へ企画段階から積極的に参
画し，他学会との連携を進めながら，電気学会のプレゼ
ンス向上を図り世界に向けて情報発信するとともに，日
本の工学全体に貢献していく。

（4）国際交流助成
　対　　象　 外国学会との交流で海外の研究者・技術者

を招聘するための助成（最大 10件）
　　　　　　 海外で開催される国際会議出席者に対する

補助（最大 20件）
　　　　　　 海外で開催される電力技術に関する国際的

会合の出席者への補助（最大 4件）
　助成総額　205万円

（5）国際会議の主催
　 ISPSD’13（第 25回パワー半導体デバイス国際シンポ
ジウム）（金沢）2013 .5 .26～ 30

（6）学術団体の講演会等の共催・協賛・後援
（7）各種団体の研究助成候補者の推薦

11．その他法人運営に関する事項
（1）一般社団法人の的確な運営
　平成 24年 4月 1日一般社団法人へ移行後の新定款・
細則等に基づき，法人運営を的確かつ円滑に行う。
　公益目的支出計画の対象である事業を予算に基づき着
実に実行する事で，公益目的支出計画を確実に実施す
る。

（2）創立 125周年記念事業の実施
　創立 125周年記念事業委員会を中心に，各部門・支部
の協力を得て，寄付金の募金，記念式典，記念出版，学
会誌特集号の刊行，その他の記念事業を着実に実施す
る。

（3）電気学会の社会的責任（SR）に関する検討
　電気学会の持続的発展のため SRに関する検討を継続
する。
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（4）広報の充実
　広報委員会を中心とし，定期的なプレスリリースなど
マスコミの活用を含めた効果的な広報活動を推進する。
また，HPの構成を見直し充実をはかる。

（5）社会への発信力の強化
　電気学会諸活動の見える化を進め，将来の電力・エネ
ルギーシステムに関する提言などをタイムリーに発信し
ていく。

（6）キャンペーン月間「でんきの月」の発展
　キャンペーン月間「でんきの月」に関する広報・啓発
活動を活発に行い，引き続き第 4回イベントを検討す
る。

（7）ITシステムの整備充実
　多様な会員サービスにこたえられるWebサイトの立
ち上げを検討する。平成 24年度に導入した電子投票シ

ステムの実施結果をフォローし，整備・拡大を図る。
（8）シニアパワーの活躍
　高齢化社会に対応し IEEJプロフェッショナルの拡大
をはじめとし，シニア層にポイントを絞った事業の創出
や会員減少対策などを検討する。

（9）中長期ビジョンのマスタープランレビュー
　7つの基本政策のレビューを行い，電気学会の今後の
事業，活動のあり方を見直していく。

（10）財務基盤の整備
　財務体質健全化委員会により，今後想定される収支の
悪化に対応した財務体質改善方策の検討を継続する。
　事業全般にわたり無駄を省いたシンプルな運営を指向
し資金の有効活用を図るとともに，より一層厳正的確な
法人運営に万全を期すこととする。
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平成 25年度収支予算
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テキストボックス
・第101回通常総会にて配付の「平成25年度事業計画」に記載の誤りがございました。お詫び申し上げます。
　以下により該当箇所を示しますと共に，前掲の平成25年度事業計画において訂正いたしております。
　　
　　　　　（P.49平成25年度支部役員 東京支部）
　　
　　　　　　　　正：協議員：△秋津哲也（山梨大学）




